










































































は体感温度 を下げ,冬 には天

井近 くの暖気を押 し下げる効

果を持つ,速 度が切換えられ

るもの,照 明器具 と一体にな

った ものがみられた。

6.米 国 の パ ッ シ ブ ソ ー ラ ー シ ス テ ム の

動 向

今 回 の 視 察 団 に 参 加 した 印 象 で は 米 国,特

に 日射 量 の 豊 か な西 南 部 で は,太 陽 熱 利 用 と

して の ソー ラ ー シ ス テ ム が か な り普 及 し て お

り,一 般 の 人 々 の 関 心 もか な り高 い と思 わ れ

た 。 しか し,全 体 的 に は ア クテ ィブ シ ス テ ム

が 中 心 で あ り,前 述 の 全 米 住 宅 建 築 展 に お い

て も一 角 に,NAHBの コー ナ ー が あ り,各

種 の 展 示 や 実 演 が あ り,ソ ー ラ ー シ ス テ ム に

つ い て も,強 制 循 環 の 密 閉 型 と開 放 型,お よ

び 自然 循 環 型 の3種 の 集 熱 シ ス テム の 展 示 が

あ っ た が,い ず れ もア クテ ィブ で あ り,パ ッ

シブ シ ス テ ム の展 示 は み られ な か っ た 。

一 方
,HUD(US.DepartmentofHousing

andUrbanDevelopment)の コマ ナ ー は ソー

ラー シ ステ ム ー 色 で 埋 め られ ア クテ ィブ,パ

ッシ ブ 両 方 の手 法 が パ ネ ル と住 宅 模 型 に よ り

展 示 され て い た 。 こ こ で の パ ッ シ ブ 技 術 は,

建 物 北 側 の 半 地 下 化(Under-groundHouse)

温 室 の 利 用 な どで あ っ た 。

住 宅 展 と並 ん で 連 日開 か れ て い た 講 演 会 の

中 で も ソー ラ ー シ ス テ ム 関 係 の テ ー マ が 多数

み られ,、他 の テ ー マ と比 べ ど の 会 場 も満 員 で

あ り,関 心 の 高 さ を示 して い た 。 特 に"Pas-

siveSolarDesignOpportunitiesforthe

'80s"と 題 す る4人 の ス ピー カ ー に よ る 各 プ

ロ ジ ェ ク トの 紹 介 に は,立 っ て 聞 い て い る 人

も 多数 で る程 の 盛 況 で あ り,パ ッ シブ 技 術 に

対 す る一 般Builder達 の 関 心 の 高 さ を うか が

わ せ て い た 。'

ま た,会 場 の 各 所 に"We'regoingsolar"

とい っ た 類 の 文 句 が 見 か け られ,住 宅 関 連 業

界が 省 エ ネル ギ ー の 手 段 と して,ソ ー ラ ー シ

ス テ ム を大 き な 目玉 商 品 に して い る こ とが 感

じ られ た 。

しか し,そ れ らの 大 半 は ア ク テ ィブ 利 用 で

あ り,パ ッシ ブ 技 術 の 住 宅 へ の 利 用 は か な り

関 心 が 高 ま っ て い る とは い う もの の,ま だ ま

だ普 及 啓 蒙 段 階 に あ る よ うに 思 わ れ た 。

7.お わ り に

今回の視察調査は,シ カゴを除 くと全て米

国サンベル ト地帯 といわれる日射量の多い温

暖な地域であ り,し か も天候にも恵まれ,真

冬とは思えない暖かい 日が続 き,太 陽熱のあ

りがたさ,有 効利用の可能性の大きさ等を感

じて帰国した。

しか しγ、今回の調査で得 られた各種パ ッシ

ブ利用技術に限って考えると,示 唆に富むも

のは多いが,デ ービス市等のあるカリフォル

ニア,さ らにネバタ,ア リゾナ州 ともに湿度

が低 く,暖 房,冷 房の温度調整のみを考えれ

ばよいことなどを考えると,高 温 多湿の 日本

には,そ のままの適用は問題があろう。 日本

の住宅への適用に際 しては,日 本の気候風土

を充分考慮 して,日 本の民家に既に生かされ

ている各種のパッシブ技術も参考にしなが ら

検討を進めてい く必要があると思われる。

(たなか としお 主管研究員)
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研 究 所 の う ご き

(昭和56年4月1日 ～6月30日)

◇ 理 事 会 開 催

第9回 理事会

日 時:5月27日(水)12:00～13:30

場 所:経 団連会館906号 室

議 題:昭 和55年 度事業報告お よび収 支決算書(案)

について

◇ 企 画 委 員 会 開 催

第14回 企画 委 員 会

日 時:4月24日(金)14:00～16:00

場 所:当 研 究 所 第2会 議 室

議 題:

(1)原 子 力保 修 セ ン ター に 関す る諸 問 題 と技 術 革

新 の 定着 策 に つ い て

(2)海 外 出張 報告

① 米 国の ソー ラー タ ウン,ソ ー ラー シ ステ ム

に つ い て

② 欧州 諸 国 に お け る 中小 原子 炉 の 開 発利 用 に

係 る現 状 調 査

③ メ タ ノー ル供 給 利 用 に 関す る海 外 調査(米

国,欧 州,東 南 ア ジア 及 び オセ ア ニ ア)

第15回 企 画 委 員会

日 時:6月26日(金)14:00～16:00

場 所1当 研 究 所 第2会 議 室

議 題:

(1)鉄 鋼業 と創 エ ネ ル ・ギー に つ い て

② 当研 究所 の 自主 テー マ に 関す る 自由 討議

◇ 主 な で き ご と

4月24日(金)第14回 企画委員会開催

5月13日(水)「 エネルギー技術デー タベース体系

化法の開発研究」第9回 委員会開催

27日(水)第9回 理事会開催

29日(金)「 原子力プラン ト運転 の信頼性 に関

する研究会」 開催

6月11日(木)「 石油代 替エ ネルギーの電力等への

導 入要因分析調査」第1回 委員会開催

26日(金)第15回 企 画委員会開催

◇ 人 事 異 動

4月1日 付で下 記の 人事 発令が行われた。

○(轍 下 岡 浩 副主任研究員に任命,プ

ロジェク ト試験研究部 配

○出

。(囎

○ 〃

○ 〃

○(〃)

○(〃)

○主 任 研 究 貝

℃ 副主任研究員

○ 〃

ま た,

○主 任研 究 貝

○(採 用)

属

黄 明彰 副主任研究員に任命,プ

ロジェク ト試験研究部配

属

友沢 孝 主任研究員に任命,プ ロ

ジェ クト試験研究部配属

伊藤せつ子 事務局総務課配属

金子裕子 研究員に任命,調 査部兼

企画部配属

狩野智子 研究員に任命,プ ロジェ

ク ト試験研究部配属

佐藤綾子 事務局経理課配属

田中敏雄 主管研究貝に任命

今川正二 主任研究員に任命

菅野一郎 主任研究員に任命

6月23日 付で下記の人事発令が行 われ た。

楠山藤一 退所(出 向解除)

善岡卓夫 主任研究 員に任命,プ ロ

ジェクト試験研究部に配属

◇ そ の 他

外 国 出張

(1)安 元伸 司 主任 研 究 員 は,「OECDのIEA主

催 の 省エ ネル ギー 技術 会議 に 出席 」 の ため,4月

4日 ～4月14日 の間 西 独へ 出張 した 。

(2)松 井 一 秋 主 任研 究 員 は,「 第6回IIASA資

源 会議"世 界 の オ イル シェー ル と潜 在開 発 資 源"

に 出 席」 の た め,6月13日 ～6月23日 の間 米 国へ

出 張 した。

(3)今 川正 二 主 任研 究 員 は,「 エ ネ ル ギー 源 の 健康

へ の 影響 に 関す るIAEA主 催 の シ ン ポ ジ ウム に

参加 」 の ため,6月20日 ～7月2日 の 間米 国 へ 出

張 した。
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